
2006　広島県立畜産技術センター　環境資源部

牛ふん堆肥と鶏ふん堆肥による
飼料イネの無化学肥料栽培技術

（7/7） （9/28）

・耕畜連携の推進

・肥料代の節減

・追肥労力の削減

・有機飼料の生産

牛ふん堆肥と鶏ふん堆肥の基肥一発で飼料イネの栽培が可能
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試験区分

施肥Ｎ量（ｋｇ/10a） 施肥量（ｔ/10a）

肥効量 牛ふん堆肥 鶏ふん堆肥 牛ふん堆肥 鶏ふん堆肥

化成区 8.4 （基肥5.6，穂肥2.8） ― ―

堆肥1区 8.4 14.0 8.0 1.2＊ 0.4

堆肥2区 11.2 14.0 12.0 1.2＊ 0.6

堆肥3区 14 14.0 16.0 1.2＊ 0.8
　牛ふん堆肥：水分（45.5％），Ｎ含量（1.15％），肥効率（20%）
　鶏ふん堆肥：水分（23.8％），Ｎ含量（2.0％），肥効率（70%）
　＊：今回施肥した牛ふん堆肥 1.2t は，水分70％の牛ふん堆肥では2.2t/10ａに相当

試験区名

　今後の課題

 　・堆肥の連用効果を確認し，連用時の施用量を検討する。

期待される効果

4/25 堆肥散布

6/3 移植（ｸｻﾉﾎｼ）

10/9　収穫

無化学肥料栽培＋無農薬栽培等
有機ＪＡＳ規格をクリアして生産さ
れた飼料は，有機飼料の表示が

可能。

有機ＪＡＳマーク


